
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名：人文科学専攻 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の達
成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。

大学基準協会から指摘された問題点
を踏まえて研究科長が新理念・目的
原案を作成し、それに研究科内で検
討・修正を加えて、決定稿を策定す
る。

新理念・目的原案作成のため、他大
学の事例を研究中。

理念・目的は作成完了。来年度各所
において公表予定。

〇 〇

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

研究科長の原案および検討・修正の
過程を教員・学生に開示し、決定し
た理念・目的についての周知・理解
を図る。

新理念・目的原案の作成待ち。
研究科委員会で検討する過程で、教
員には周知完了。学生には来年度開
始時に配布資料で周知予定。

〇 〇

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。

学部の教員採用･配置方針と表裏一体
の関係にあり、研究科のみで扱うの
は困難。当面は将来に備えて、当該
問題を扱う部門の創設を検討する。

当該問題を扱う部門創設を検討中。

現体制で研究科独自で本課題を扱う
ことは、現実的に不可能。現存の学
部WGで、研究科の長期的・全体的課
題を含めて検討することが適当と考
える。

評価不
能

×

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適正に配置する。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

×

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

×

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。

現時点では、当該評価を研究科独自
に行うのは非現実的であり、学部の
関係部署において一括して行うのが
適当。

左記に同じ。 左記に同じ。
評価不
能

×

部局名（学部又は事務部）：　人文科学研究科

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。



FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

学生が数名の現状では現実的でない
と思われるが、将来こうした問題も
扱える部門の創設を検討する。

当該問題を扱う部門創設を検討中。 将来的な問題として検討中。 △ ×

教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。

大学基準協会から指摘された諸点を
踏まえて研究科長が新ポリシー原案
を作成し、それに研究科内で検討・
修正を加えて、決定稿を策定する。

新ポリシー原案作成のため、他大学
の事例を研究中。

既に完成。来年度各所において公表
予定。

〇 〇

教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

上記に同じ。 上記に同じ。
既に完成。来年度各所において公表
予定。

〇 〇

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。

目標等の策定を待って、まずはシラ
バス等一般的伝達媒体で公表してい
く。

目標等策定のため、他大学の事例を
研究中。

学研究科内にはすでに周知。来年度
各所において公表予定。

〇 〇

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。

当該問題および具体的なシラバス・
授業内容全般・成績評価等の在り方
を総合的に検討する場の設営に向け
て、準備を始める。

現在準備中。
検証の結果を盛り込んだ新ポリシー
等を既に策定。来年度以降この新基
準で、検証を開始。

〇 〇

教育課程の編成・実施方針に基
づき、学部・学科に応じたカリ
キュラムマップやツリーを作成
して、必要な授業科目を適切に
設定し、接続性や順次性のある
教育課程を体系的に編成する。

各コースで可能なマップやツリーの
在り方を議論し、その結論を踏まえ
て、全体的編成方針を検討する。

各コースへの依頼内容を検討中。 検討継続中。 △ △

初年次教育・高大連携に配慮し
た教育内容、専門分野の高度化
に対応した教育内容を提供す
る。

当該問題を研究する部門の立上げを
検討する。

現在検討中。 大学院においては必要なしと結論。
評価不
能

―

教育目標の達成に向けた授業形
態、学生の主体的参加を促す授
業方法（アクティブラーニン
グ）など、学習指導を充実す
る。

個人授業に近い現状は、既に十分な
アクティブラーニングを実行。

左記に同じ。
本年度教育においても、学生が極め
て主体的・積極的に参加する授業を
実施。

◎ ◎

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



教育効果を上げるための多様な
手段の導入と情報ネットワーク
を利用した教育システムへ展開
し、キャンパス外教育を推進す
る。

学部の推進運動に依拠しつつ、研究
科として活用できるものを模索して
いく。

現在模索中。 左記に同じ。 △ △

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。

学期ごとに、担任と研究科長とで話
し合う機会を設ける。

間もなく実施予定。
本年度検討した成果は新シラバスに
盛り込み済み。来年度より実施。

〇 △

厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。

シラバス・授業内容全般・成績評価
等の在り方を総合的に検討して、最
終的には内部の品質を保障する機関
の設営に向けて、準備を始める。

現在準備中。
どのようなシステム・制度が適切か
つ現実的か、検討開始。

△ △

授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。

上記に同じ。 上記に同じ。

学部とは事情が異なるため、授業評
価アンケート等は本研究科には不適
合と結論。他の検証方法の検討開
始。

△ △

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位受容（卒
業・修了認定）を適切に行う。

上記に同じ。 上記に同じ。
学部と同じ評価方法を用いるのは、
不適合と結論。他の検証方法の検討
開始。

△ △

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。

大学基準協会から指摘された諸点を
踏まえて研究科長が新ポリシー原案
を作成し、それに研究科内で検討・
修正を加えて、決定稿を策定する。

新ポリシー原案作成のため、他大学
の事例を研究中。

新ポリシーを作成。来年度各所にお
いて公表予定。

〇 〇

学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。

当該問題を含む研究科入試全般につ
いて議論する場の設営を準備する。

現在準備中。

本年度も極めて厳格な選抜が行われ
た。来年度からは新ポリシーも踏ま
えて実施。全体的議論の場設定につ
いては、今後の課題。

〇 〇

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。

上記に同じ。 上記に同じ。

学生数が少ない状態が続いている
が、研究科の水準を保って学生の満
足度を維持するためには、ある程度
止むを得ないと考える。全体的議論
の場設定については、今後の課題。

△ △

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



学生募集および入学者選抜が、
学生の受け入れ方針に基づいて
構成かつ適切に実施されている
かを、定期的に検証する。

上記に同じ。 上記に同じ。

選抜の前後に、研究科長と選抜担当
教員とで検証を行っている。全体的
議論の場設定については、今後の課
題。

〇 〇

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

方針内容について、研究科委員会な
いし専門部会で検討する。

現在準備中。
奨学金給付規定の改正議論で明確
化。

〇 〇

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

大学院における学修支援の先行事例
資料を収集して、支援の在り方を研
究する。

現在準備中。

検証の結果、学生は現状の修学支援
に十分満足していることが判明。
ポートフォリオの導入の適否につい
ては、今後の課題として検討。

〇 〇

留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

現在学生は、適切かつ行き届いた指
導を受けている。

左記に同じ。 左記に同じ。 ◎ ◎

リメディアル教育や高大連携による
入試前教育に関する支援体制を整
備し、適切に実施する。

○となっていたが、大学院には該当
しないと考える。

左記に同じ。 左記に同じ。
評価不
能

―

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

どのような支援が求められており、
また現状でどのような支援が可能か
について、事例研究を開始する。

現在準備中。
過去に実例がないため、今後実情に
合わせて学部の事例を参考にして対
応。

△ 〇

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

学内奨学金制度を改善すると共に、
学外奨学金・助成の活用にむけて、
学内制度等を是正する。

制度是正に向けて、研究科内におけ
る話し合いを開始。

実施方法改善について評議会で議論
の結果、新たな方式が成立。

〇 〇

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

関係教員および研究科長と保健セン
ターとの相互連絡を密にする。

現在準備中。

検証の結果、現在の研究科長と指導
教員および保健センターとの相互連
絡が十分取れており、配慮も行き届
いていることを確認。

◎ ◎

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

学部のシステムを援用して対処す
る。

左記に同じ。
学部の対策が、そのまま研究科にお
ける対策として機能。

〇 〇

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）



キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・ガ
イダンスを実施する。

学部のキャリア支援を準用する形
で、恒常的な指導・ガイダンスの在
り方を模索する。

現在模索中。 左記に同じ。 △ ×

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。

現在学部主導で計画が進められてお
り、これに研究科がどう具体的にリ
ンクできるかを検討する。

学部の議論を消化吸収した上で、研
究科としての関与の在り方を検討。

今後学部の制度にリンクする形で、
創設を検討。

△ △

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。

当該問題で研究科の議論・要求が現
実に反映されたことは皆無であるた
め、まずは今後そうした可能性があ
るかを検討する。

現在準備中。
研究科単独で議論できる問題ではな
いので、本項目は本研究科には該当
しないと考える。

評価不
能

△

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。

研究科独自に行うことは現状では非
現実的であるため、学部の活動とリ
ンクした有効な連携協力の方向を模
索する。

学部の議論を消化吸収した上で、研
究科としての協力の在り方を検討。

学部の議論がまとまっていないた
め、本研究科単独での検討は不可
能。

評価不
能

△

グローバル化促進として、留学生の
積極的な受け入れ、さらに外国人
研究者活躍の場を広げ、本学の構
成員の国際的活動能力の向上を
図る。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

△

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

本課題はまずは大学全体で対処する
べき問題であり、全体方針を確認し
たうえで研究科の果たすべき責務を
検討したい。

全体方針の確認待ち。
学部の議論がまとまっていないた
め、本研究科単独での検討は不可
能。

評価不
能

×

内部質保証を掌る組織を整備し、
その方針と手続きを明確にして、自
己点検・評価を改革・改善に繋げる
内部質保証に関するシステムを構
築する。

研究科のシラバス・授業内容全般・
成績評価等の在り方を総合的に検討
して、最終的には内部の品質を保障
する部門設営に向けて、準備を始め
る。

当該問題を扱う部門の創設を検討
中。

検討継続中。 △ △

構成員のコンプライアンス（法令・モ
ラルの遵守）意識を徹底する。

学部における対策を以て宛てる。 左記に同じ。
学部の対策がそのまま研究科におけ
る対策として機能。

〇 〇

組織レベル・個人レベルでの自己
点検・評価活動を充実し、教育研
究活動のデータ・ベース化を推進
する。

学部における対策を以て宛てる。 左記に同じ。 上記に同じ。 〇 〇

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社会
との連携と協力に配慮し、教育研究の
成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。



内部質保証に関するシステムを整
備し、適切に機能させる。

シラバス・授業内容全般・成績評価
等の在り方を総合的に検討して、最
終的には内部の品質を保障する部門
設営に向けて、準備を始める。

当該問題を扱う部門の創設を検討
中。

検討継続中。 △ △

教学ガバナンス体制の整備による
本学管理運営を強化し、組織的活
動の活性化を計る。

学部とタイアップしながら、研究科
独自ないしは他部署と連携して実行
可能な方法を模索する。

学部の議論を消化吸収した上で、研
究科としての対応を検討。

学部の議論がまとまっていないた
め、本研究科単独での検討は不可
能。

評価不
能

×

学生の成長に繋がる教育改革を推
進し、教育力の飛躍的向上による
就実教育ブランドを確立する。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

×

大学生活・活動環境の整備と就学
支援の強化により、学生の満足度
を向上させる。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

×

地域再生・イノベーション創出の核
となる教員研究力や社会貢献力を
飛躍的に向上させる。

上記に同じ。 上記に同じ。 上記に同じ。
評価不
能

×

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。


